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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスユーザ装備（ＵＥ）装置（１０２）によるネットワーク選択を加速するため
の方法であって、該方法は、
　第１のローカルデータベース構造（８００Ｂ）において提供された無線アクセス技術ご
との基準で識別される帯域において該ワイヤレスＵＥ装置（１０２）によってスキャンす
ること（９０２）と、
　該スキャンすることを介して少なくとも１つのネットワークを発見する（９０２）と、
該少なくとも１つのネットワークの識別情報を復号すること（９０４）であって、該識別
情報は、相互接続された配置に配置されたワイヤレスサービスネットワーク（２１２－１
～２１２－３）、ワイヤレスコアネットワーク（２１０－１～２１０－３）および無線ア
クセスネットワーク（２０８－１～２０８－３）のうちの少なくとも１つに対応する識別
コードの組み合せを含む、ことと、
　該復号された識別情報に基づいて、第２のローカルデータベース構造（８００Ｅ）に問
い合わせすることにより、該ワイヤレスＵＥ装置（１０２）による選択的スキャニング（
９０６）のための適切な周波数データのサブセットを決定すること（９０４）であって、
それによって、ネットワークを探し出すための全帯域スキャンを回避する、ことと
　を包含する、方法。
【請求項２】
　前記選択的スキャニング（９０６）は、初期スキャン手順およびバックグラウンドスキ
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ャン手順のうちの１つにおいて実行される、請求項１に記載のワイヤレスＵＥ装置（１０
２）によるネットワーク選択を加速するための方法。
【請求項３】
　前記選択的スキャニング（９０６）は、前記ＵＥ装置の電源がオンにされると、または
、前記ワイヤレスＵＥ装置（１０２）が以前に登録されていたネットワークの範囲を離れ
ると、実行される、請求項１または請求項２に記載のワイヤレスＵＥ装置（１０２）によ
るネットワーク選択を加速するための方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのネットワークの識別情報は、復号され（９０４）て、前記ワイヤ
レスＵＥ装置の位置に関する地理的領域情報を生成する、請求項１、請求項２または請求
項３に記載のワイヤレスＵＥ装置（１０２）によるネットワーク選択を加速するための方
法。
【請求項５】
　選択的スキャニング（９０６）を介して前記ワイヤレスＵＥ装置（１０２）によって複
数のネットワークが探し出される場合、サービスに対して特定のネットワークを選択する
（９１０）ための優先順位スキームを適用すること（９０８）をさらに包含する、請求項
１、請求項２、請求項３、請求項４のいずれか一項に記載のワイヤレスＵＥ装置（１０２
）によるネットワーク選択を加速するための方法。
【請求項６】
　選択的スキャニング（９０６）を介して前記ワイヤレスＵＥ装置（１０２）によって複
数のネットワークが探し出される場合、サービスに対して特定のネットワークを手動で選
択すること（９１０）をさらに包含する、請求項１、請求項２、請求項３、請求項４のい
ずれか一項に記載のワイヤレスＵＥ装置（１０２）によるネットワーク選択を加速するた
めの方法。
【請求項７】
　ワイヤレスユーザ装備（ＵＥ）装置（１０２）であって、
　該ワイヤレスＵＥ装置は、
　第１のローカルデータベース構造（８００Ｂ）において提供された無線アクセス技術ご
との基準で識別される帯域において該ワイヤレスＵＥ装置（１０２）によってスキャンす
る（９０２）手段と、
　該スキャンすることを介して少なくとも１つのネットワークを発見すること（９０２）
に応答するように動作可能であり、該少なくとも１つのネットワークの識別情報を復号す
る（９０４）手段であって、該識別情報は、相互接続された配置に配置されたワイヤレス
サービスネットワーク（２１２－１～２１２－３）、ワイヤレスコアネットワーク（２１
０－１～２１０－３）および無線アクセスネットワーク（２０８－１～２０８－３）のう
ちの少なくとも１つに対応する識別コードの組み合せを含む、手段と、
　該復号された識別情報に基づいて、第２のローカルデータベース構造（８００Ｅ）に問
い合わせすることにより、該復号された識別情報に依存して適切な周波数データのサブセ
ットを決定する（９０４）手段であって、該適切な周波数データのサブセットは、該ワイ
ヤレスＵＥ装置（１０２）による選択的スキャニング（９０６）を容易にし、それによっ
て、ネットワークを探し出すための全帯域スキャンを回避する、手段と
　を備える、ワイヤレスＵＥ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の参照）
　本出願は、以下の共有に係る同時係属の米国特許出願、（ｉ）「ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ
　ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＰＲＯＶＩＤＩＮＧ　ＮＥＴＷＯＲＫ　ＡＤＶＥＲＴＩＳＥＭ
ＥＮＴ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　ＶＩＡ　Ａ　ＮＥＴＷＯＲＫ　ＡＤＶＥＲＴＩＳＥＭ
ＥＮＴ　ＢＲＯＫＥＲ（ＮＡＢ）」、Ａｄｒｉａｎ　Ｂｕｃｋｌｅｙ、　Ｐａｕｌ　Ｃａ
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ｒｐｅｎｔｅｒ、　Ｎｉｃｈｏｌａｓ　Ｐ．　Ａｌｆａｎｏ、　およびＡｎｄｒｅｗ　Ａ
ｌｌｅｎ（代理人整理番号第１４００－１０３６ＵＳ）らの名において、２００５年４月
２８日に出願された、出願番号第１１／１１６，４７０号、（ｉｉ）「ＮＥＴＷＯＲＫ　
ＳＥＬＥＣＴＩＯＮ　ＳＣＨＥＭＥ　ＵＳＩＮＧ　Ａ　ＲＯＡＭＩＮＧ　ＢＲＯＫＥＲ（
ＲＢ）」、Ａｄｒｉａｎ　Ｂｕｃｋｌｅｙ、　Ｐａｕｌ　Ｃａｒｐｅｎｔｅｒ、　Ｎｉｃ
ｈｏｌａｓ　Ｐ．　Ａｌｆａｎｏ、　およびＡｎｄｒｅｗ　Ａｌｌｅｎ（代理人整理番号
第１４００－１０３７ＵＳ）らの名において、２００５年４月２８日に出願された、出願
番号第１１／１１６，４６１号、および（ｉｉｉ）「ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯ
Ｄ　ＦＯＲ　ＡＣＣＥＬＥＲＡＴＩＮＧ　ＮＥＴＷＯＲＫ　ＳＥＬＥＣＴＩＯＮ　ＢＹ　
Ａ　ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮＴ　（ＵＥ）　ＤＥＶＩＣＥ　ＵＳ
ＩＮＧ　ＳＡＴＥＬＬＩＴＥ－ＢＡＳＥＤ　ＰＯＳＩＴＩＯＮＩＮＧ　ＳＹＳＴＥＭ」、
Ａｄｒｉａｎ　ＢｕｃｋｌｅｙおよびＧ．Ｓｃｏｔｔ　Ｈｅｎｄｅｒｓｏｎ（代理人整理
番号第１４００－１０４４ＵＳ）らにおいて、これらと共に同じ日付に出願された、出願
番号において開示された主題に関し、それぞれは、その全体においてここに援用される。
【０００２】
　本出願開示は一般に、通信ネットワークに関する。より詳細には、および任意の限定の
目的ではなく、本特許出願は、ワイヤレスユーザ装備（ＵＥ）装置によって、ネットワー
ク選択を加速するためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレスユーザ装備（ＵＥ）装置が、初めて始動された場合または範囲の損失からの
回復を試みた場合、装置は一般に、他のＰＬＭＮへの登録を試みる前に、その最後に登録
されたパブリック陸上移動通信網（ＲＰＬＭＮ）を、あらゆるサポートされている無線ア
クセス技術およびそれらに関連する周波数帯域においてサーチすることが要求される。オ
ペレータの問題点は、ＵＥ装置がそのホームＰＬＭＮから範囲を損失した場合、ＵＥ装置
がＮａｔｉｏｎａｌ　Ｒｏａｍｉｎｇ　Ｐａｒｔｎｅｒ（ＮＲＰ）を何とかして選択する
前に、全てのサポートされた帯域の全帯域スキャン（ＦＢＳ）を実行する必要があり得る
。今日、そのような全スキャンは、追加の周波数帯域が導入され、より多くのアクセス技
術が統合された場合、更に悪化される、密または複雑な無線環境において既にかなりの長
い時間がかかる。
【０００４】
　更に、ほとんどのシナリオにおいては、全帯域スキャンが無線リソースの悪い能率を上
げ得ることに留意するのが重要である。同様に、全スキャンを実行する時間は、無線環境
が、スキャンを開始された時間とＵＥ装置が新しいＰＬＭＮを選択することを決定する時
間との間においてかなり変更し得るほど長くなり得る。結果的に、ＵＥが新しいネットワ
ークを選択することを決定したときには、他の高優先ネットワークが再び現れ得る。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一実施形態において、本発明の開示は、ワイヤレスユーザ装備ＵＥ装置によるネットワ
ーク選択を加速するための方法に従う。その方法は、少なくとも１つのネットワークの発
見するためのワイヤレスＵＥ装置によってスキャニングすることと、発見されたネットワ
ークの識別情報を復号することと、復号された識別情報に基づいて、該ワイヤレスＵＥ装
置による選択的スキャニングのための適切な周波数データのサブセットを決定することと
、適切な周波数データのサブセットを用いてワイヤレスＵＥ装置による選択的スキャニン
グを介してネットワークを探し出すことと、を包含する。
【０００６】
 　他の実施形態において、本発明の開示は、ワイヤレスユーザ装備ＵＥ装置によるネッ
トワーク選択を加速するためのシステムに従う。そのシステムは、１つ以上の以下の要素
：スキャニングを介しての少なくとも１つのネットワークを発見するためのワイヤレスＵ
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Ｅ装置に関連する手段；発見されたネットワークの識別情報を復号する手段；復号された
識別情報に基づいて、適切な周波数データのサブセットを決定する手段であって、その適
切な周波数データのサブセットが、ワイヤレスＵＥ装置による選択的スキャニングを容易
にするためである、手段と；および、適切な周波数データのサブセットを用いて、ワイヤ
レスＵＥ装置による選択的スキャニングを介してのネットワークを探し出す手段、を備え
る。
【０００７】
　さらに他の実施形態において、本発明の開示は、ワイヤレス装置に従う。そのワイヤレ
ス装置は、１つ以上の以下の要素：スキャニングを介する、少なくとも１つのネットワー
クの発見を実施するように動作可能なロジック構造；発見されたネットワークの識別情報
を復号するロジック構造；復号された識別情報に基づいて、適切な周波数データのサブセ
ットを決定するロジック構造であって、その適切な周波数データのサブセットが、ワイヤ
レス装置による選択的スキャニングを容易にするためである、ロジック構造と；および、
適切な周波数データのサブセットを用いて、ワイヤレス装置による選択的スキャニングを
介してのネットワークを探し出すためのロジック構造、を備える。関連する実施形態にお
いて、着脱可能記憶装置モジュール（ＲＳＭ）ベースの実施形態が提供される。そのＲＳ
Ｍは、複数のネットワーク識別子と共に構成されるデータベース構造であって、各ネット
ワーク識別子が、該ワイヤレス装置にダウンロードされるように動作可能である対応する
周波数データアイテムに関連する、データベース構造と共に提供され得る。また、適切な
ロジックアプリケーションは、該ワイヤレス装置からの特定のネットワーク識別子の受信
に応じて、特定の周波数データアイテムを該ワイヤレス装置にダウンロードするように実
行可能であること（例えば、発見されたネットワークの識別情報から復号される）を含み
、特定の周波数データアイテムは、ワイヤレス装置のスキャニング動作を変えるためのも
のであり、それによって、加速されたネットワーク選択が実施される。
【０００８】
　さらに他の実施形態において、本発明の開示は、ワイヤレスＵＥ装置による加速された
ネットワーク選択のスキームおよび関連する構造に従う。そのスキームおよび関連する構
造は、１つ以上の以下のもの：少なくとも１つのネットワークを発見するためのワイヤレ
スＵＥ装置によるスキャニングをすること；発見されたネットワークを用い、ホームネッ
トワークノードを有するワイヤレスＵＥ装置による認証をすること；ホームネットワーク
ノードに、ワイヤレスＵＥ装置による位置情報を提供すること；位置情報に基づいて、適
切なネットワークリスト情報および関連する周波数データの、ホームネットワークノード
による決定をすること；ワイヤレスＵＥ装置へ、ホームネットワークノードによって、適
切なネットワークリスト情報および関連する周波数データを送信すること；および、適切
なネットワークリスト情報および関連する周波数データの少なくとも１つを用いて、ワイ
ヤレスＵＥ装置による選択的スキャニングを介して、ネットワークを探し出すこと、を備
える。
【０００９】
　さらなる実施形態において、本発明の開示は、ワイヤレスＵＥ装置によるネットワーク
選択の加速のためのスキームおよび関連する構造に従う。そのスキームおよび関連する構
造は、１つ以上の以下のもの：ワイヤレスＵＥ装置の始動時において、そのワイヤレスＵ
Ｅ装置が位置する場所に関する位置情報についてユーザから情報を得ること；ユーザによ
って、ワイヤレスＵＥ装置に適切な位置情報を提供すること；および、適切な位置情報に
基づいて、サービスを得るために、特定の周波数の特定のネットワークをワイヤレスＵＥ
装置によって選択すること、を備える。関連する実施において、システムは、ワイヤレス
装置によるネットワーク選択の加速のために開示され、そのシステムは、ワイヤレス装置
へ１つ以上の行先に関する位置情報を前もってローディングする手段と、ホームネットワ
ークとの通信の際、ワイヤレス装置へネットワークリストおよび周波数データを提供する
手段であって、そのネットワークリストおよび周波数データは、行先位置情報に基づいて
識別される、手段と、サービスを得るために、ネットワークリストおよび周波数データの
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サブセットからの特定のネットワークを選択する手段であって、そのサブセットは、特定
の行先に入る際、識別される、手段と、を備える。
【００１０】
　本発明は、さらに以下の手段を提供する。
（項目１）　
　ワイヤレスユーザ装備（ＵＥ）装置（１０２）によるネットワーク選択を加速するため
の方法であって、該方法は、
　少なくとも１つのネットワークの発見（９０２）に応じて、該少なくとも１つのネット
ワークの識別情報を復号すること（９０４）と、
　復号された識別情報に基づいて、該ワイヤレスＵＥ装置（１０２）による選択的スキャ
ニング（９０６）のための適切な周波数データのサブセットを決定すること（９０４）で
あって、それによって、ネットワークを探し出すための全帯域スキャンを回避する、こと
と
　を包含する、方法。
（項目２）
　上記選択的スキャニング（９０６）が、初期スキャン手順およびバックグラウンドスキ
ャン手順のうちの１つにおいて実行される、項目１に記載のワイヤレスＵＥ装置（１０２
）によるネットワーク選択を加速するための方法。
（項目３）
　上記選択的スキャニング（９０６）は、始動時において、または、上記ワイヤレスＵＥ
装置（１０２）が以前に登録されていたネットワークの範囲を離れる時において、実行さ
れる、項目１または項目２に記載のワイヤレスＵＥ装置（１０２）によるネットワーク選
択を加速するための方法。
（項目４）
　上記少なくとも１つのネットワークの識別情報が、上記ワイヤレスＵＥ装置の位置に関
する地理的領域情報を生成するために復号される（９０４）、項目１、項目２、または項
目３に記載のワイヤレスＵＥ装置（１０２）によるネットワーク選択を加速するための方
法。
（項目５）
　複数のネットワークが、選択的スキャニング（９０６）を介して上記ワイヤレスＵＥ装
置（１０２）によって探し出される場合、サービスに対して特定のネットワークを選択す
る（９１０）ための優先順位スキームを適用すること（９０８）をさらに包含する、項目
１から項目４のいずれか一項に記載のワイヤレスＵＥ装置（１０２）によるネットワーク
選択を加速するための方法。
（項目６）
　複数のネットワークが、選択的スキャニング（９０６）を介して上記ワイヤレスＵＥ装
置（１０２）によって探し出される場合、サービスに対して特定のネットワークを手動的
に選択すること（９１０）をさらに包含する、項目１から項目４のいずれか一項に記載の
ワイヤレスＵＥ装置（１０２）によるネットワーク選択を加速するための方法。
（項目７）
　ワイヤレスユーザ装備（ＵＥ）装置（１０２）によるネットワーク選択を加速するため
のシステムであって、該システムは、
　スキャニングを介して少なくとも１つのネットワークを発見する（９０２）ことに応じ
て動作可能な、該少なくとも１つのネットワークの識別情報を復号する（９０４）手段と
、
　復号された識別情報に基づいて、適切な周波数データのサブセットを決定する（９０４
）手段であって、該適切な周波数データのサブセットが、該ワイヤレスＵＥ装置（１０２
）による選択的スキャニング（９０６）を容易にするためであり、それによって、ネット
ワークを探し出すための全帯域スキャンを回避することができる、手段と
　を備える、システム。



(6) JP 4890972 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

（項目８）
　ネットワークの発見に応じて、該ネットワークの識別情報を復号するためのロジック構
造（１３４０）と、
　復号された識別情報に基づいて、適切な周波数データのサブセットを決定するためのロ
ジック構造（１３３８、１３４８）であって、該適切な周波数データのサブセットが、ワ
イヤレス装置（１３００）による選択的スキャニングを容易にするためであり、それによ
って、ネットワークを探し出すための全帯域スキャンを回避する、手段と
　を備える、ワイヤレス装置（１３００）。
（項目９）
　ワイヤレスユーザ装備（ＵＥ）装置（１０２）によるネットワーク選択を加速するため
の方法であって、該方法は、
　ネットワークの発見（１００２）に応じて、ホームネットワークノードを有する該ワイ
ヤレスＵＥ装置によって認証することであって、該ワイヤレスＵＥ装置（１０２）は、適
切なネットワークリスト情報、および、位置に基づく関連する周波数データを得る（１０
０６、１００８、１０１０）、ことと、
　該適切なネットワークリスト情報および関連する周波数データのうちの少なくとも１つ
を用いて、ネットワークを探し出すために、該ワイヤレスＵＥ装置（１０２）によって選
択的にスキャニングする（１０１２）こと
　を包含する、方法。
（項目１０）
　上記選択的にスキャニングすること（１０１２）が、初期スキャン手順およびバックグ
ラウンドスキャニング手順のうちの１つにおいて実行される、項目９に記載のワイヤレス
ＵＥ装置（１０２）によるネットワーク選択を加速するための方法。
（項目１１）
　上記選択的にスキャニングすること（１０１２）が、始動時において、または、上記ワ
イヤレスＵＥ装置（１０２）が以前に登録されていたネットワークの範囲を離れる時にお
いて、実行される、項目９または項目１０に記載のワイヤレスＵＥ装置（１０２）による
ネットワーク選択を加速するための方法。
（項目１２）
　上記適切なネットワークリスト情報が、選好アクセスネットワーク、選好ビジテッドパ
ブリック陸上移動通信網（ＶＰＬＭＮ）、および禁止されたＶＰＬＭＮを含む、項目９か
ら項目１１のいずれか一項に記載のワイヤレスＵＥ装置（１０２）によるネットワーク選
択を加速するための方法。
（項目１３）
　ワイヤレスユーザ装備（ＵＥ）装置（１０２）によるネットワーク選択を加速するため
の方法であって、該方法は、
　該ワイヤレスＵＥ装置（１０２）が位置する場所に関する位置情報についてユーザ（１
２０２）から情報を得ることと、
　該ユーザによって提供された（１２０４）該位置情報に基づいて、サービスを得るため
に、該ワイヤレスＵＥ装置（１０２）によって特定の周波数の特定のネットワークを選択
する（１２０６）ことと
　を包含する、方法。
（項目１４）
　上記ユーザによって提供された（１２０４）上記適切な位置情報が、国名および国コー
ドのうちの少なくとも１つを含む、項目１３に記載のワイヤレスＵＥ装置（１０２）によ
るネットワーク選択を加速するための方法。
（項目１５）
　ワイヤレス装置（１０２）に結合されるように動作可能である着脱可能記憶装置モジュ
ール（ＲＳＭ）（２１４）であって、
　複数のネットワーク識別子を含むデータベース構造（８００Ｅ）であって、各ネットワ
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ーク識別子が、該ワイヤレス装置（１０２）にダウンロードされるように動作可能である
対応する周波数データアイテムに関連する、データベース構造（８００Ｅ）と、
　該ワイヤレス装置（１０２）からの特定のネットワーク識別子の受信に応じて、特定の
周波数データアイテムを該ワイヤレス装置（１０２）にダウンロードするように実行可能
なロジックアプリケーションであって、該特定の周波数データアイテムは、該ワイヤレス
装置のスキャニング動作を変えるためのものである、ロジックアプリケーションと
　を備える、ＲＳＭ。
（項目１６）
　上記特定の周波数データアイテムが、周波数帯域、特定の周波数チャネル、および、上
記ワイヤレス装置（１０２）によるスキャニングが可能な周波数の範囲、のうちの１つを
含む、項目１５に記載のワイヤレス装置（１０２）に結合されるように動作可能なＲＳＭ
（２１４）。
（項目１７）
　上記特定の周波数データアイテムが、周波数帯域、特定の周波数チャネル、および、上
記ワイヤレス装置（１０２）によるスキャニングが禁止される周波数の範囲、のうちの１
つを含む、項目１５に記載のワイヤレス装置（１０２）に結合されるように動作可能なＲ
ＳＭ（２１４）。
（項目１８）
　上記ワイヤレス装置（１０２）にダウンロードされるように動作可能な１つ以上のＰＬ
ＭＮリストを含む少なくとも１つの追加的なデータベース構造をさらに備える、項目１５
から項目１７のいずれか一項に記載のワイヤレス装置（１０２）に結合されるように動作
可能なＲＳＭ（２１４）。
（項目１９）
　上記ワイヤレス装置（１０２）にダウンロードされるように動作可能な１つ以上のＷＬ
ＡＮリストを含む少なくとも１つの追加的なデータベース構造をさらに備える、項目１５
から項目１８のいずれか一項に記載のワイヤレス装置（１０２）に結合されるように動作
可能なＲＳＭ（２１４）。
【００１１】
　（摘要）
　全帯域スキャン（ＦＢＳ）を実行する必要なく、ワイヤレスユーザ装備（ＵＥ）装置（
１０２）によるネットワーク選択を加速するためのシステムおよび方法。例示的な一実施
形態においては、ワイヤレスＵＥ装置（１０２）は、少なくとも一つのネットワークを発
見（９０２）するために、ネットワーク環境においてスキャンするように動作可能である
。その発見されたネットワークの識別情報から復号される（９０４）地理的領域情報に依
存して、ワイヤレスＵＥ装置（１０２）におけるロジック構造は、ワイヤレスＵＥ装置に
よる選択的スキャニング（９０６）のための適切な周波数データのサブセットを決定（９
０４）するように動作可能である。適切な周波数データのサブセットを使用して、選択的
スキャニング（９０６）は、ワイヤレスＵＥ装置（１０２）によってネットワークを探し
出すために実行される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本開示の実施形態のより完全な理解は、添付の図面と組み合わせた場合における下記の
詳細な説明を参照することによって得られる。
【００１３】
　本開示のシステムおよび方法はここで、実施形態が最良になされ得、使用され得る方法
の様々な例に関連して記載される。同様の参照番号は、類似または対応する部分を示すた
めに、本記載および図面のいくつかの概観を通して使用され、様々な要素は必ずしも縮尺
通りではない。図面を参照して、および、より詳細には、図１を参照して、そこに表され
ているのは、例示的な、一般化されたネットワーク環境１００である。そこでは、本開示
の一つ以上の実施形態が実施され得る。一般化されたワイヤレスユーザ装備（ＵＥ）また
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はモバイル装備（ＭＥ）装置１０２は、任意のポータブルコンピュータ（例えば、ラップ
トップ、パームトップ、または携帯用コンピュータ装置）、または、モバイル通信装置（
例えば、セル式電話、または、メッセージを受信および送信でき、ウェブを閲覧すること
などが可能である、データ対応の携帯用装置など）、あるいは、改良された携帯情報端末
（ＰＤＡ）装置、またはｅメール、ビデオメール、インターネットアクセス、企業データ
アクセス、メッセージング、カレンダー操作およびスケジューリング、情報管理などを可
能にする一体型情報電気機器（それらは好ましくは、一つ以上の動作モード、および、多
数の周波数帯域および／または無線アクセス技術（ＲＡＴ）において動作可能である）を
含み得る。例えば、ＵＥ／ＭＥ装置１０２は、セル式電話帯域周波数およびワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）帯域において動作し得る。さらに、ＵＥ装置がワ
イヤレスに動作し得る他の帯域は、Ｗｉ－Ｍａｘ帯域または一つ以上の衛星帯域を含み得
る。従って、本開示の目的に対して、用語「ＵＥ装置」または「ワイヤレス装置」がモバ
イル装備（ＭＥ）装置（任意の着脱可能な記憶装置モジュール、または、ユニバーサル加
入者識別モジュール（ＵＳＩＭ）カードなどのＲＳＭ、着脱可能ユーザ識別モジュール（
ＲＵＩＭ）カード、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、またはコンパクトフラッシ
ュ（登録商標）カードなどを用いて、または用いずに）、および他のポータブルワイヤレ
ス情報電気機器（また、ＲＳＭを用いて、または用いずに）を含み得る。
【００１４】
　例示を目的として、ネットワーク環境１００は、ＵＥ装置１０２へサービスを提供する
ことができる通信スペースの二つの広範なカテゴリとして表され、そこにおいて、ネット
ワーク広告情報の獲得が、本明細書において説明される技術に従い、達成され得る。広域
セル式ネットワーク（ＷＡＣＮ）スペース１０４において、パケット交換データサービス
を含み得、または含み得ないセル式電話サービスを提供するように動作可能である、任意
の数のパブリック陸上移動通信網（ＰＬＭＮ）が存在し得る。範囲領域、およびユーザが
ローミングするかどうかに依存して、ＷＡＣＮスペース１０４は、多数のホームネットワ
ーク１１０（すなわち、ホームＰＬＭＮまたはＨＰＬＭＮ、あるいは同等のＨＰＬＭＮま
たはＥＨＰＬＭＮ）、ビジテッド（ｖｉｓｉｔｅｄ）ネットワーク（つまり、ＶＰＬＭＮ
）１１２を含み得、それぞれは、ホーム位置登録（ＨＬＲ）ノード１１５、モバイル交換
センター（ＭＳＣ）ノード１１６、などの、適切なインフラストラクチャを有する。ＷＡ
ＣＮスペース１０４はまた、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ：Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐ
ａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）ネットワークを含み得、グローバル移動体通
信システム（ＧＳＭ）ベースのキャリアネットワークの携帯電話用インフラストラクチャ
を用いたモバイル機器のパケット無線アクセスを提供し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳサポ
ートノード（ＳＧＳＮ）１１４はそこで例示される。付け加えて、普及された方法によっ
て、ＷＡＣＮスペース１０４のＰＬＭＮは、拡張型高速データレート展開（ＥＤＧＥ）（
Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏ
ｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）ネットワーク
、Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＩＤＥ
Ｎ）、符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）ネット
ワーク、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌ
ｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）ネットワーク、または第３
世代パートナーシッププロジェクト規格対応ネットワーク（３ＧＰＰ：３ｒｄ　Ｇｅｎｅ
ｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）（例えば、３ＧＰＰまたは３
ＧＰＰ２）からなる群から選択された、無線アクセスおよびコアネットワークを含み得、
それら全ては、既知の周波数帯域およびプロトコルとともに動作する。すなわち、一部の
実施形態においては、「ＰＬＭＮ」という用語は、様々なセルラおよびワイヤレス技術（
例、ＷＬＡＮ、ＷｉＭａｘ、公安ネットワーク実施等）を表すことと考えられ得る。
【００１５】
　さらに、ＵＥ装置１０２は、ＷＡＣＮスペース１０４に接続されるアクセスネットワー
ク（ＡＮ）スペース１０６からのサービスを得るように動作可能である。一実施において
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、ＡＮスペース１０６は、一つ以上のジェネリックアクセスネットワーク（ＧＡＮ）１１
８、および、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）配置１２０の任意のタイプを含み、それらの両方は
、ＵＥ装置１０２と、ブロードバンドインターネットプロトコル（ＩＰ）ベースネットワ
ークを使用するＰＬＭＮコアネットワークとの間のアクセスサービスを提供するように動
作可能である任意の無線ＡＮとして普及され得る。ＷＬＡＮ配置１２０は、アクセスポイ
ント（ＡＰ）または「ホットスポット（ｈｏｔ　ｓｐｏｔ）」を介して、短距離無線接続
をＵＥ装置１０２に提供し、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ規格、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ規格
、ＩＥＥＥ８０２．１１ｇ規格、ＨｉｐｅｒＬａｎ規格、ＨｉｐｅｒＬａｎ II 規格、Ｗ
ｉ－Ｍａｘ規格（ＩＥＥＥ　８０２．１６およびＩＥＥＥ８０２．１６ｅ）、ＯｐｅｎＡ
ｉｒ規格、およびＢｌｕｅｔｏｏｔｈ規格（ＩＥＥＥ　８０２．１５）などの、様々な規
格を用いて実施され得る。
【００１６】
　一実施形態において、ＷＡＣＮとＡＮスペースとの間の接点は、所定の規格に従って実
施され得る。例えば、ＧＡＮ１１８は、３ＧＰＰ　ＴＲ４３．９０１、３ＧＰＰ　ＴＳ４
３．３１８、および３ＧＰＰ　ＴＳ　４４．３１８ドキュメント、ならびに関連するドキ
ュメンテーションにおいて説明される手順を使用する、一つ以上のＰＬＭＮとインターフ
ェース接続し得る。同様に、ＷＬＡＮ１２０は、３ＧＰＰ　ＴＳ２２．２３４、３ＧＰＰ
　ＴＳ２３．２３４、および３ＧＰＰ　ＴＳ２４．２３４ドキュメント、ならびに関連す
るドキュメンテーションにおいて説明される手順を使用する、少なくとも一つのＰＬＭＮ
コアと接し得、それゆえ、Ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇ　ＷＬＡＮ（Ｉ－ＷＬＡＮ）配置と
呼ばれ得る。
【００１７】
　前述に基づいて、ネットワーク環境１００のサービスインフラストラクチャは、一つ以
上の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）（それは、携帯電話帯域技術とＷＬＡＮ技術を
含み得る）、一つ以上のコアネットワーク（ＣＮ）、および一つ以上のサービスネットワ
ーク（ＳＮ）である、三つの広いセグメントに一般化され得る。ネットワーク所有の配置
およびサービスレベルの取り決めに依存して、それぞれのＲＡＮは、一つ以上のＣＮをサ
ポートし得、次に、それらのそれぞれが一つ以上のＳＮをサポートし得る。多数のオーナ
ーに亘るインフラストラクチャ装備の組み合わせは、時々、Ｍｏｂｉｌｅ　Ｖｉｒｔｕａ
ｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｏｐｅｒａｔｏｒｓ（ＭＶＮＯ）を作成するために使用される。一
部の実施形態において、本特許出願開示の教示は、ＰＬＭＮに関するＭＶＮＯに等しく適
用可能である。それぞれのＲＡＮ、ＣＮ、およびＳＮはそれ自体のネットワーク識別子（
ＩＤコード）を提供され得るゆえ、多数のＲＡＮ－ＣＮ－ＳＮの組み合わせが、ネットワ
ーク環境１００において利用可能である。以下で検討されるように、様々なネットワーク
リストおよびその関連データ（例えば、ユーザまたはオペレータ優先のネットワーク（ア
クセスまたはビジテッド）、ユーザまたはオペレータ禁止のネットワーク（アクセスまた
はビジテッド）、ネットワーク性能のリスト、リストされるネットワークに関連する周波
数データ（帯域、チャンネル、周波数など）は、ネットワーク環境においてもしくはＵＥ
装置を用いてまたはネットワークにおいて動作可能であるＲＳＭ（すなわち、ＵＳＩＭカ
ード、ＲＵＩＭカード、ＳＩＭカード、またはコンパクトフラッシュ（登録商標）メディ
アなどから選択された）の一部として用意され得、例示的なネットワーク環境におけるサ
ービスのためのネットワークを探し出すことを試みる一方、時間のかかるＦＢＳ手順が回
避され得るように、加速されるネットワーク選択を容易にするためにカスタマイズされた
方法において、ＵＥ装置に提供され得または装置内にて統合されるメモリに格納され得る
。
【００１８】
　本開示の教示を定式化するために、ここで図２が参照され、ネットワーク環境２００の
例示的な実施形態において、図１に図示された、一般化されたネットワーク環境１００の
さらに具体的なサブセットが示される。図に示されるように、ワイヤレスＵＥ／ＭＥ装置
１０２は、ＲＡＮセグメント２０２からネットワーク広告情報を獲得するために動作可能
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なように配置され、ＲＡＮセグメント２０２は、次に、ＳＮセグメント２０６に結合され
るＣＮセグメント２０４に結合される。三つのＲＡＮである、ＲＡＮ－１（２０８－１）
、ＲＡＮ－２（２０８－２）、およびＲＡＮ－３（２０８－３）が図示され、それらは個
々に、ネットワークコードであるＭＡＮＣ１、ＭＡＮＣ２、およびＭＡＮＣ３を用いて識
別される。ＣＮセグメント２０４はまた、ＣＮ－１（２１０－１）（ＭＣＮＣ１のＩＤコ
ードを有する）、ＣＮ－２（２１０－２）（ＭＣＮＣ２のＩＤコードを有する）、および
ＣＮ－３（２１０－３）（ＭＣＮＣ３のＩＤコードを有する）の三つのＣＮが図示される
。同様に、ＳＮセグメント２０６は、ＳＮ－１（２１２－１）（ＭＳＮＣ１のＩＤコード
を有する）、ＳＮ－２（２１２－２）（ＭＳＮＣ２のＩＤコードを有する）、およびＳＮ
－３（２１２－３）（ＭＳＮＣ３のＩＤコードを有する）のＳＮが図示される。
【００１９】
　例として、ＲＡＮ－１（２０８－１）は、二つのＣＮである、ＣＮ－１（２１０－１）
およびＣＮ－２（２１０－２）への接続をサポートするように動作可能である。同様な方
法において、ＲＡＮ－２（２０８－２）は三つのＣＮをサポートし、ＲＡＮ－３（２０８
－３）は一つのＣＮのみをサポートする。それぞれのＣＮは、一つ以上のＳＮ（例えば、
ＣＮ－３（２１０－３）はＳＮ－２（２１２－２）およびＳＮ－３（２１２－３）に接続
する）への接続をサポートする。ＲＡＮ／ＣＮ／ＳＮセグメントの相互接続を与えられ、
識別コードのいくつかの組み合わせは、ワイヤレスＵＥ装置１０２が潜在的に発見し得、
および選択し得る様々なＲＡＮ－ＣＮ－ＳＮの組み合わせを独自に識別するために得られ
得る。例えば、適切なモバイル国別コード（ＭＣＣ）が含まれつつ、ＲＡＮ－１（２０８
－１）に関連する三つのＩＤコードの組み合わせは、
［ＭＣＣ．ＭＡＮＣ１．ＭＣＮＣ１．ＭＳＮＣ１］；
［ＭＣＣ．ＭＡＮＣ１．ＭＣＮＣ１．ＭＳＮＣ２］；および
［ＭＣＣ．ＭＡＮＣ１．ＭＣＮＣ２．ＭＳＮＣ２］である。
【００２０】
　同様に、ＲＡＮ－２　２０８－２に関連するＩＤコードの組み合わせは、
［ＭＣＣ．ＭＡＮＣ２．ＭＣＮＣ１．ＭＳＮＣ１］；
［ＭＣＣ．ＭＡＮＣ２．ＭＣＮＣ１．ＭＳＮＣ２］；
［ＭＣＣ．ＭＡＮＣ２．ＭＣＮＣ２．ＭＳＮＣ２］；
［ＭＣＣ．ＭＡＮＣ２．ＭＣＮＣ３．ＭＳＮＣ２］；および
［ＭＣＣ．ＭＡＮＣ２．ＭＣＮＣ３．ＭＳＮＣ３］である。
【００２１】
　ＲＡＮ－３（２０８－３）に関連する二つのＩＤコードの組み合わせは、［ＭＣＣ．Ｍ
ＡＮＣ３．ＭＣＮＣ３．ＭＳＮＣ２］および［ＭＣＣ．ＭＡＮＣ３．ＭＣＮＣ３．ＭＳＮ
Ｃ２］である。２００５年４月２８日に出願され、出願番号第１１／１１６，４７０号（
代理人整理番号第１４００－１０３６ＵＳ）、および上述で参照され、「ＳＹＳＴＥＭ　
ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＰＲＯＶＩＤＩＮＧ　ＮＥＴＷＯＲＫ　ＡＤＶＥＲＴＩ
ＳＥＭＥＮＴ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　ＶＩＡ　Ａ　ＮＥＴＷＯＲＫ　ＡＤＶＥＲＴＩ
ＳＥＭＥＮＴ　ＢＲＯＫＥＲ（ＮＡＢ）」と題された、関連する米国特許出願において詳
細に記載されるように、ＵＥ装置は、初期スキャン手順（すなわち、装置が任意のネット
ワークに登録されていない場合）か、または、バックグラウンドスキャン手順（すなわち
、装置がネットワークに登録されている場合）かのいずれかにおいて、適用可能なネット
ワークＩＤコード情報を発見することができる。
【００２２】
　図１に関連して、前記された例示的なネットワーク環境１００の多様性を考慮すると、
スキャンは、ＧＥＲＡＮ（ＥＤＧＥなしの）、ＧＥＲＡＮ（ＥＤＧＥありの）、ＩＤＥＮ
ネットワーク、ＣＤＭＡ／ＣＤＭＡ２０００／ＴＤＭＡネットワーク、ＵＭＴＳネットワ
ークなどの技術の少なくとも一つが動作している周波数帯において実施され得ることが認
識される。付け加えて、ＷＬＡＮアクセス性能が含まれるところでは、スキャンは、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１ｂ規格、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ規格、ＩＥＥＥ８０２．１１ｇ規格、
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ＨｉｐｅｒＬａｎ規格、ＨｉｐｅｒＬａｎ II 規格、Ｗｉ－Ｍａｘ規格、ＯｐｅｎＡｉｒ
規格、およびＢｌｕｅｔｏｏｔｈ規格から選択されたＷＬＡＮ規格に対応する周波数帯に
おいて実施され得る。
【００２３】
　ＲＳＭカード２１４は、ＵＥ／ＭＥ装置１０２に結合されるように動作可能であり、そ
こにおいて、多数のネットワークリストおよびその関連周波数データは、ネットワークオ
ペレータなどによって用意され得る。ＲＳＭが存在し、ＵＥ装置が最初にオンにされる場
合、ＵＥ装置の記憶装置モジュールは、ＲＳＭにおいて格納される任意の情報を用いて更
新され得る。従って、一実施形態において、ＲＳＭは、それが加入者に供給される場合、
最も現在の周波数情報を用いてプログラムされ得る。ＲＳＭにおけるデータは、例えば、
検索またはスキャンのために装置に格納される、周波数のデフォルトリスト、または周波
数のラスタに、付加的周波数を追加する。代替的にか、または追加的に、ＲＳＭにおける
データは、装置に既に格納された周波数データを修正し得、その結果、使用されていない
それらの周波数が取り除かれ得、または、それらが検索計画の一部としてスキャンされな
い方法においてマークされ得る。以下で検討されるように、適切なデータベース構造は、
ＲＳＭにおいて用意され得るか、または、特に、適用可能な周波数データおよびネットワ
ークリストデータを格納するための、ワイヤレス装置のメモリにおいて用意され得る。さ
らに、追加のデータベース構造は、本開示の教示に従う、ネットワーク選択を加速する目
的のためにも用意され得る。
【００２４】
　ここで図３から図７を参照すると、そこで示されるのは、ＲＳＭの一部として、独立し
てまたは任意の組み合わせのどちらかにおいて提供され得、またはＵＥ装置内にて統合さ
れるメモリに格納され得、またはネットワークノード（例、ホームネットワークノードま
たはそこに関連するブローカ）において用意され得る、様々な例示的データベース構造で
あって、ネットワークリスト情報は、本開示の教示に従い、ＵＥ装置に選択的にダウンロ
ードされ得る。最初に、本開示に述べられる様々な例示的なデータベース構造が、一般に
、エントリ、要素、または他のコンテンツがオーバ・ザ・エア（ＯＴＡ）方法を介して修
正され得る、配置可能なデータベースとして実施され得ることが認識されるべきである。
例えば、ネットワークオペレータは、関連ネットワークリストデータベースの任意の部分
を追加、削除、または修正できる。図３に特定して参照すると、そこにおける参照番号は
、ＲＡＮベースデータ構造を参照し、そこにおいて、サービス性能、他のＲＡＮへの接続
、および、サポートされたＰＬＭＮコアネットワークなどが提供される。データベースお
よび第三者（ｔｈｉｒｄ－ｐａｒｔｙ）の商業的な配置の範囲に基づき、データベース構
造３００は、相当に多数のＲＡＮに関連するデータエントリを用いて配置され得ることが
当業者に認識されるであろう。参照番号３０２は、それらのＲＡＮ　ＩＤコードによって
識別される一つ以上のＲＡＮを参照する。それぞれのＲＡＮによってサポートされたサー
ビスは、列３０４において識別される。例えば、ＲＡＮ－１は、高速データリンクパケッ
トアクセス（ＨＳＤＰＡ）、ＥＤＧＥなどをサポートするように動作可能である。特定の
ＲＡＮと他のアクセスネットワークとのクロス関係（ｃｒｏｓｓ－ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈ
ｉｐ）または相互運用は、列３０６において示される。示されるように、ＲＡＮ－１は、
追加的なＲＡＮ、ＲＡＮ－Ｘ、ＲＡＮ－Ｙ、およびＲＡＮ－Ｚ、ならびにＷＬＡＮ、ＷＬ
ＡＮ－Ａ、およびＷＬＡＮ－Ｃと相互運用する。参照番号３０８は、列３０２において識
別されたそれぞれの特定のＲＡＮによってサポートされるコアネットワークを参照する。
参照番号３１０は、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）、プレゼンス、セルラを
介したプッシュツートーク（ＰｏＣ）などの、それぞれのＣＮによってサポートされる様
々なサービスを参照する。
【００２５】
　図４は、操作ベース（ｏｐｅｒａｔｅｄ－ｂａｓｅｄ）リスト、ユーザベースリストま
たは企業ベースリスト、あるいはそれらの任意の組み合わせとして提供され得、本開示の
一局面に従い、ネットワーク選択選好（ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）および禁止を容易にする
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ために、ＵＥ装置へダウンロードされ得る。一実施形態において、データベース構造４０
０は、一つ以上の無線アクセス技術において、好ましいネットワークとして考えられるべ
き複数のネットワークＩＤを特定する、オペレータ定義のネットワークリストとして構成
され、そこにおいて、ネットワークＩＤは、オペレータによって配置される。別の実施形
態において、データベース構造４００は、例えば、ワイヤレスＵＥ装置を使用するユーザ
毎に一つのリストを用いて、一つ以上のユーザネットワークリストとして構成され得る。
それぞれのそのようなリストは、それら自体を装置に識別させる上で、ユーザによってア
クセスされ得、そこにおいて、リスト（すなわち、ネットワークＩＤ）のコンテンツは、
個々のユーザによって配置される。さらに別の実施形態において、データベース構造４０
０は、従業員のユーザの利益のために、ワイヤレス装置を所有する企業によって好まれる
ネットワークＩＤのリストとして構成され得る。
【００２６】
　特定の構成に関わらず、データベース構造４００は、例えば、ＥＤＧＥ技術４０２Ａ、
ＷＬＡＮ技術４０２Ｂ、およびＵＭＴＳ技術４０２Ｃなどの複数の無線アクセス技術を規
定し、多数のＲＡＮ　ＩＤは、それぞれの技術に提供される。図４に示されるように、列
４０４Ａは、ＥＤＧＥ技術に対する多数のＲＡＮ　ＩＤを識別し、それぞれのＲＡＮは、
対応する列４０６Ａにおいて識別された一つ以上のコアネットワークをサポートする。同
様に、列４０４Ｂ／４０６Ｂおよび列４０４Ｃ／４０６Ｃは、個々に、ＷＬＡＮおよびＵ
ＭＴＳ技術に提供される。当業者が理解し得るように、様々なＩＤは、サービスセットＩ
Ｄ（ＳＳＩＤ）（ＷＬＡＮのための）、ＳＩＤ（ＩＳ－９５およびＩＳ－１３６のための
）、または［ＭＣＣ，ＭＮＣ］の組み合わせ（ＧＳＭのためのであり、そこでは、ＭＮＣ
がモバイルネットワークコードを識別する）であり得る。
【００２７】
　上記で説明されたネットワーク選好リストと同様に、類似したデータベース構造が提供
され得、使用が禁止された一つ以上のネットワークを識別する。そのような禁止されたネ
ットワークのリストは、例えば、オペレータ・バー（ｏｐｅｒａｔｏｒ－ｂａｒｒｅｄ）
のＲＡＮリスト（つまり、一人のオペレータによって特定される）、企業・バー（ｅｎｔ
ｅｒｐｒｉｓｅ－ｂａｒｒｅｄ）のＲＡＮリスト（つまり、一つの企業によって特定され
る）、オペレータ・バー（ｏｐｅｒａｔｏｒ－ｂａｒｒｅｄ）のＣＮリスト（つまり、一
人のオペレータによって特定される）、企業・バー（ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ－ｂａｒｒｅ
ｄ）のＣＮリスト（つまり、一つの企業によって特定される）として構成され得る。
【００２８】
　ネットワーク選好および禁止を識別するデータベース構造の一つ以上の実施形態および
構成に付け加えて、一つ以上のホームネットワークリスト（同等のホームネットワーク、
またはＥＨＰＬＭＮを含む）は、ネットワーク選択を容易にするために提供され得る。よ
く知られるように、広域セル式ＰＬＭＮのそれぞれは、多数のセルとして配置され得、そ
れぞれのセルはセクター（例えば、通常は、基地局（ＢＳ）毎またはセル毎に、三つの１
２０度のセクター）を有する。それぞれ個々のセルは、それらを識別するための識別子、
例えば、ＧＳＭ環境におけるＣＧＩパラメータを用いて提供される。更にＧＳＭにおいて
は、セルの一群は、通常、位置領域（ＬＡ）として指定され、ＬＡ識別子（ＬＡＩ）によ
って識別され得る。マクロレベルにおいて、ＰＬＭＮは、基底のセル式技術に従い、識別
され得る。例えば、前に示されたように、ＧＳＭベースのＰＬＭＮは、ＭＣＣおよびＭＮ
Ｃの組み合わせからなる識別子によって識別され得る。ＣＤＭＡ／ＴＤＭＡベースのＰＬ
ＭＮは、ＳＩＤパラメータおよび／またはネットワーク識別（ＮＩＤ）パラメータによっ
て識別され得る。セル式インフラストラクチャに関わらず、全てのセルは、マクロレベル
のＰＬＭＮ識別子を同報通信し、サービスを得たいワイヤレス装置（例えばＵＥ装置１０
２）は、ワイヤレスネットワークを識別することができる。
【００２９】
　付け加えて、加入者はまた、独自の識別子が与えられ、独自の識別子は、基底のセル式
インフラストラクチャに依存して変化し得、ネットワーク識別子を構成することにおいて
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使用される一部のパラメータから、少なくとも部分的に、構成され得る。ＧＳＭにおいて
、例えば、加入者のＩＭＳＩのパラメータは、［ＭＣＣ］［ＭＮＣ］［ＭＩＮ］として構
成され、そこで、［ＭＣＣ］は、加入者がいる国を識別し、ＰＬＭＮネットワークを識別
し、および［ＭＩＮ］は、ワイヤレスＵＥ装置を識別する独自のＩＤである。
【００３０】
　図５Ａおよび図５Ｂは、例示的なデータベース構造を図示し、データベース構造は、一
実施形態に従った、ネットワーク選択を容易にすることに繋がる様々なＥＨＰＬＭＮを特
定するために、ＲＳＭにおいて提供され得またはＵＥ／ＭＥ装置に格納され得る。参照番
号５００Ａは、同様のネットワークとして識別され得る、［ＭＣＣ］５０２Ａおよび［Ｍ
ＮＣ］５０２Ｂの組み合わせのリストを含む基本的なデータベース構造である。同等のネ
ットワークの場合において、［ＭＣＣ］［ＭＮＣ］の組み合わせは、加入者に関連するＩ
ＭＳＩのためのＥＨＰＬＭＮのセットを識別し得る。参照番号５０４および５０６および
５０８は三つの例示的なネットワークであり、ネットワーク５０４および５０８は同じ［
ＭＣＣ］を共有する。つまり、［ＡＢＣ］、ならびにネットワーク５０４および５０８は
同じ［ＭＮＣ］（つまり、［ＸＹＺ］）を共有する。
【００３１】
　参照番号５００Ｂは、強化型データベース構造であり、追加的な情報が、ネットワーク
選択を容易にするために提供され得る。マスター［ＭＣＣ］［ＭＮＣ］列５２０は、ＩＭ
ＳＩの［ＭＣＣ］／［ＭＮＣ］部分（つまり、マスターホームＰＬＭＮ）と合致する、［
ＭＣＣ］および「ＭＮＣ］の組み合わせを識別する。ネットワークネーム列５２２は名前
によってマスターネットワークを識別する。ホームネットワーク（Ｅ／ＨＰＬＭＮ）列５
２４は、それぞれのマスター［ＭＣＣ］［ＭＮＣ］の対のホームネットワークのリストを
含む。一実施において、ホームネットワークを識別する［ＭＣＣ］［ＭＮＣ］の組み合わ
せは、優先順位において提供され得る。例えば、位置的な優先が実施され得、そこでは、
上部の［ＭＣＣ］［ＭＮＣ］の組み合わせは、それより下のものよりもより高い優先順位
を有し、または、左の［ＭＣＣ］［ＭＮＣ］の組み合わせは、それより右のものよりもよ
り高い優先順位を有する。明示的な優先順位ランク付けはまた提供され得、ＰＬＭＮの優
先順位を示すインジケータは、データベース構造５００Ｂに付加される。例えば、［０］
の値は、最も高い優先順位を示し得る。優先順位のインジケータが格納されていない場合
、全てのＰＬＭＮは等しい優先順位を有する。特徴（ｉｎｄｉｃｉｕｍ）列５２５は、ホ
ームネットワークリスト５２４においてリストされたそれぞれのＰＬＭＮを独自に識別す
るために提供され、そこで、その特徴は、マスター［ＭＣＣ］［ＭＮＣ］の対に対する一
部の参照を含み得る独自の識別名、または、それに関連するネットワーク名を含み得る。
【００３２】
　図６は、例示的なデータベース構造６００を図示し、そこで、参照番号６０２は、ワイ
ヤレスＵＥ装置および／または加入者のために規定された、一つ以上のホームネットワー
ク（同等のホームネットワークを含む）に対する直接のビジター関係（ｖｉｓｉｔｏｒ　
ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐ）を有するネットワークの列である。つまり、列６０２におい
て識別されたネットワークは、ビジテッド（ｖｉｓｉｔｅｄ）ネットワークであり、ホー
ムネットワークにローミングサービスを提供する。図示されるように、これらのビジテッ
ドネットワークは、アクセスネットワーク（例えば、［ＭＣＣｂ．ＭＡＮＣｃ］および［
ＭＣＣｄ．ＭＡＮＣａ］として識別されるアクセスネットワーク）、および、ＣＮおよび
ＳＮを含み得るネットワークの組み合わせを含み得る。列６０４は、列６０２において識
別されたビジテッドコアネットワークに関連を有するアクセスネットワークを識別する。
列６０６は、識別された無線／コアネットワークの組み合わせが動作中であることを知ら
されているかどうかを示すことに関連する状態情報を提供する。例えば、「オン」または
「オフ」などのサービス状態フラグは、特定のネットワークの組み合わせ（例えば、ＲＡ
Ｎ／ＣＮの組み合わせ）がサービス中であるかないかを示すために提供され得る。付け加
えて、ＲＢデータベース構造の列６０８は、列６０２において識別されるビジテッドネッ
トワークにおいてサポートされるサービスおよび性能を提供する。
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【００３３】
　図７は、ネットワークおよび／または周波数の限定された数だけがＵＥ装置によって選
択的にスキャンされるように、ネットワークリストおよびその関連する周波数データをカ
スタマイズするためのＵＥ装置によって利用され得る、例示的なデータベース構造７００
を表す。例示的には、データ構造７００は、様々な地理的エンティティ７５０（すなわち
、個々の国、および北アメリカ、欧州連合などの超国家的な地理的領域）と、それに関連
する地理的領域コード７５２との間のマッピング関係を含む。例示的な配置において、領
域／国家が割り当てられた多数の国コードを有するところでは、それらの全ては、単一の
地理的エンティティに関連されるか、さもなければ、単一の地理的エンティティにマッピ
ングされる方法において、それらは格納され、単一の地理的エンティティは、通常は、共
通のモバイル通信調節レジームのもとで操作される。当業者によって理解されるべきこと
は、この配置によって、ワイヤレスＵＥ装置は、スキャニングを介して発見されたＰＬＭ
Ｎの国コードを調べる場合に、それがどの国であるのかを決定することができる。例とし
て、３１０～３１６の７つの［ＭＣＣ］値が存在し、北アメリカ７５４に割り当てられる
。別の例示的なエンティティである、単一の国ＡＢＣＤ７５６は、例えば、１２３～１２
５の多数の［ＭＣＣ］値を提供され得る。別の例において、地理的エンティティＥＦＧＨ
７５８は、一つの［ＭＣＣ］（例えば５１０）のみが割り当てられる。以前に言及したよ
うに、データ構造７００は、ワイヤレスＵＥ装置に統合される記憶装置モジュールの一部
として提供され得る。
【００３４】
　更に、様々な選好（ｐｒｅｆｅｒｒｅｄ）およびバー／禁止（ｂａｒｒｅｄ／ｆｏｒｂ
ｉｄｄｅｎ）ネットワークリストを用意することは、スキャンおよびネットワーク選択と
の繋がりに使用するための順番を特定するための適切な装置ロジックと伴り得る。更に、
各々の国は、どのリストが優先されるかについての独自の規定条件を有し得る。企業は、
例えば、会社の建物の周辺において動作する公衆ＷＬＡＮアクセスポイントへのアクセス
を禁止し得る。更に、装置がスキャン可能である、各技術ベース（ｐｅｒ－ｔｅｃｈｎｏ
ｌｏｇｙ　ｂａｓｉｓ）において多数の帯域があり得るため、所定の装置ロジックは、ス
キャン行動を特定するために必要になり得る。図８Ａ～図８Ｅは、ワイヤレスＵＥ装置の
動作において、加速されるネットワーク選択を容易にするための追加の例示的なデータベ
ース構造またはロジックを示す。特に、図８Ａの参照番号８００Ａは、優先順位がデバイ
スの様々なネットワークリストに押し付けられている、装置と動作可能であるリスト順位
スキームとして参照される。図８Ｂにおいては、参照番号８００Ｂは、装置の初期スキャ
ン行動を特定するためのスキームとして参照される。図示されるように、装置が初期スキ
ャンを実行した場合、装置は、技術Ａが帯域Ａ、Ｂ，およびＣにおいてスキャンされるべ
きことが提供される。ＧＳＭ実施においては、これらの帯域は、例えば、４５０ＭＨｚ，
７００ＭＨｚ，８５０ＭＨｚ，９００ＭＨｚ，１８００ＭＨｚ，および１９００ＭＨｚか
ら選択され得る。同様に、技術Ｂは、追加の帯域が追加され得るにも関わらず、８５０Ｍ
Ｈｚおよび１９００ＭＨｚの二つの帯域において動作するＣＤＭＡ（ＩＳ－９５）になり
得る。各々の技術が、スキーム８００Ｂにおいて一つ以上の周波数帯域を用いて例示され
るにも関わらず、スキャン帯域が全く特定されないワイヤレス装置を用いて利用可能な技
術があり得ることが認識されるべきである（例、その特定の技術に関連するオン／オフフ
ラグを設定することによってまたは帯域情報をはっきりと全く用意しないことによって）
。更に、スキャンオーダは、シリアルモードまたはパラレルモードにおいて実施され得る
。
【００３５】
　同様の方法において、図８Ｃの参照番号８００Ｃは、装置の背景スキャン行動を特定す
るためのスキームとして参照される。例示されるように、装置が背景スキャンを実行した
場合、装置は、技術Ａが帯域ＡおよびＣにおいてスキャンされるべきことが提供される。
同様に、技術Ｂは、帯域ＤおよびＧにおいてスキャンされ得る。初期スキャン処理ロジッ
クに類似して、背景スキャンスキーム８００Ｃは、それのために提供される帯域情報を有
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さない技術を有し得る。背景スキャン間隔に関しては、技術間ベースまたは全ての技術の
ための単一の時間パラメータを用いて、装置に構成され得る。更に、そのような構成デー
タは、本開示のあらゆる所に説明される様々なデータベース構造に関する場合のように、
装置の固定されたメモリモジュール内にてまたはＲＳＭ（例、ＳＩＭ、ＲＵＩＭ、コンパ
クトフラッシュ（登録商標）、ＵＳＩＭ等）の方法によって提供され得る。
【００３６】
　図８Ｄの参照番号８００Ｄは、手動および自動ネットワーク選択に対して異なる行動を
許す、データベース構造を表す。図示されるように、各々の技術に関連する様々な周波数
、帯域およびチャネル（すなわち、周波数データアイテム）は、自動または手動選択が用
意されるかどうかに基づいて、分離され得る。一実施において、異なる技術におけるネッ
トワークのリストは、選択のためにユーザに示される。下記の詳細に見られるように、ネ
ットワークのリストは、少数の適切なネットワークだけが示され得るように、装置の位置
に基づいて制御され得る。ユーザによって特定のネットワークを選択することによって、
ＵＥ装置は、そのネットワークとの登録を試みる。登録が失敗した場合、登録を失敗した
ネットワークが新しいショートリストから除去され、そうでない場合、ネットワーク登録
が失敗だったという何らかの印を示す以外は、ネットワークの同等のリストは、ユーザに
示され得る。更に、ネットワークリストは、何回も繰り返しユーザに示され得、オペレー
タによって構成およびＲＳＭに格納されるパラメータによって定義され得る。
【００３７】
　図８Ｅの参照番号８００Ｅは、ワイヤレスＵＥ装置によって発見されるネットワークの
識別情報から復号された情報を適切な周波数データにマップする、他のデータベースまた
はロジック構造を表す。示されるように、復号されたネットワーク識別情報は、ＳＳＩＤ
、ＭＣＣ、とともに、［ＭＣＣ．ＭＡＮＣ］コードのような組み合わせコードを含み得る
。各々のコードに関連するのは、ワイヤレスＵＥ装置が選択的スキャンのための使用し得
る、一つ以上の周波数データアイテムである。前に述べたように、周波数データは、完全
な帯域、周波数またはチャネルのセット／レンジ等を含み得る。更に、マッピングロジッ
クは、復号されたネットワーク識別情報（図７のデータベース構造に例示される地理的領
域コードを含む）と周波数データとの間のかなりの複雑な関係を含み得る。例えば、指定
のチャネルまたは特定のネットワークコードに関連する周波数が発見されないネットワー
クにおいては、全ての他の周波数およびチャネルがその特定のネットワークコードのため
のスキャンされ得るように、「ワイルドカード」オプションが示され得る。
【００３８】
　データベース構造８００Ｅに類似して、別のデータベースが用意され得、そこにおいて
、デコードされたネットワークＩＤ情報が、使用を禁止されている周波数、帯域、および
／またはチャンネルにマッピングされることを当業者は理解すべきである。以下で示すよ
うに、ＩＤデータと周波数データ（すなわち、ポジティブな指示とネガティブな指示）と
の間のマッピングの両方のタイプは、ネットワーク選択を加速する目的のために適切にイ
ンプリメントされ得る。したがって、ＲＳＭベースのインプリメンテーションが提供され
る場合、複数のネットワーク識別子を用いて配置されるデータベース構造８００Ｅなどの
データベース構造が用意され得、そこにおいて、それぞれのネットワーク識別子は、ワイ
ヤレス機器にダウンロードされるように動作可能な、対応する周波数データアイテムに関
連する。また、適切なロジックアプリケーションもまた提供され得、ワイヤレス装置にダ
ウンロードするように動作可能であり、特定の周波数データアイテムは、ワイヤレス装置
から特定のネットワーク識別子を受信することに応答する。そこにおいて、特定の周波数
データアイテムは、速められたネットワーク選択を達成され得るように、ワイヤレス装置
のスキャン動作を変更する。
【００３９】
　図９は、ネットワーク選択を加速するための、本開示の一実施形態に関連するフローチ
ャートであり、ネットワーク選択の加速は、登録されたネットワークからの範囲の欠損を
回復した場合、または入電後に、初期／バックグラウンドスキャンとして実行され得る。
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装置が位置される地理的領域において少なくとも一つのネットワークを発見するために、
一つ以上の周波数範囲および／または一つ以上の無線アクセス技術においてＵＥ装置によ
ってスキャンした後（ブロック９０２）、ＵＥ装置に用意された適切な装置ロジックは、
発見されたネットワーク識別情報をデコードするように動作可能である。その後、デコー
ドされたネットワーク識別情報に依存して、それに対応する適切な周波数データのサブセ
ットが決定され、それはまた、用意された場所にて、禁止された（ｂａｒｒｅｄ）周波数
に依存し得る。これらのプロセスは、ブロック９０４において説明されている。十分な帯
域スキャンを達成する代わりに、適切な周波数データのサブセットを使用して、ワイヤレ
スＵＥ装置は、選択された帯域およびチャンネルにおいて一つ以上のネットワークを探し
出すことを企てる（ブロック９０６）。多数のネットワークが発見された場合、一つ以上
の優先スキームが適用され得（ブロック９０８）、そこで、特定のネットワークがサービ
スを得るために選択される（ブロック９１０）。
【００４０】
　図１０は、ネットワーク選択を加速するための、本開示の別の実施形態に関連するフロ
ーチャートであり、そこにおいて、ネットワークノード（例えば、ホームネットワークノ
ードまたはそれに関連するブローカノード）が含まれる。以前に示したように、ＵＥ装置
は、その装置が位置する地理的領域において少なくとも一つのネットワークを発見するた
めに、一つ以上の周波数範囲および／または一つ以上の無線アクセス技術においてスキャ
ンする（ブロック１００２）。発見されたネットワークを使用して、ワイヤレスＵＥ装置
は、ホームネットワークノードまたはそのブローカノードを認証する（ブロック１００４
）。ホームネットワークおよび関連するブローカノードを認証することに関する詳細は、
以下の共有に係る、同時係属の米国特許出願、（ｉ）２００５年４月２８日に出願され、
出願番号第１１／１１６，４６１号、「ＮＥＴＷＯＲＫ　ＳＥＬＥＣＴＩＯＮ　ＳＣＨＥ
ＭＥ　ＵＳＩＮＧ　Ａ　ＲＯＡＭＩＮＧ　ＢＲＯＫＥＲ　（ＲＢ）」、（ｉｉ）２００５
年４月２８日に出願され、出願番号第１１／１１６，４７０号、「ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ
　ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＰＲＯＶＩＤＩＮＧ　ＮＥＴＷＯＲＫ　ＡＤＶＥＲＴＩＳＥＭ
ＥＮＴ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　ＶＩＡ　Ａ　ＮＥＴＷＯＲＫ　ＡＤＶＥＲＴＩＳＥＭ
ＥＮＴ　ＢＲＯＫＥＲ（ＮＡＢ）」において見出され得、それぞれが上にて参照されてい
る。
【００４１】
　ホームネットワークとの接続を承認および確立した後、ワイヤレスＵＥ装置は、その位
置情報をホームネットワークノードに提供するように動作可能である（ブロック１００６
）。一配置において、位置情報（例えば、国／地域コード）は、発見されたネットワーク
のセルＩＤ情報に依存して決定され得る。その装置によって供給される位置情報に基づい
て、ネットワークノードは、適切なネットワークリスト情報（選好のアクセスネットワー
ク、選好のＶＰＬＭＮ、禁止されたＶＰＬＭＮなど）、および関連する周波数データの選
択を決定するように動作可能である（ブロック１００８）。その後、ネットワークノード
は、非構造付加データサービス（ＵＳＳＤ）機構、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ
）機構、インターネットプロトコルを介したショートメッセージサービス（ＳＭＳ　ｏｖ
ｅｒ　ＩＰ）機構、オープンモバイルアライアンスデバイスマネージャ（ＯＭＡ－ＤＭ）
（すなわち、ＳｙｎｃＭＬ）、またはワイヤレスアプリケーションプロトコル（ＷＡＰ）
クライアント提供機構などの多数の機構を介して、ネットワークリスト情報および関連す
る周波数データをワイヤレスＵＥ装置に送信するように動作可能である（ブロック１０１
０）。ホームネットワークノードによって供給されるネットワークリストおよび周波数情
報を使用して、ワイヤレスＵＥ装置は、完全なスキャンをする必要なく、サービスのため
の適切なネットワークを探し出すように動作可能である（ブロック１０１２）。
【００４２】
　一配置において、リストされたネットワークが動作するネットワークリストおよび関連
する周波数および／またはチャンネル情報は、ＵＥ装置によって供給されたデータに基づ
いて、リアルタイムにて継続的に更新され得るノードにおいて、生成され得、格納され得
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る。すなわち、ＵＥ装置のバックグラウンドスキャンの間、適切な地理的位置情報、発見
されたネットワーク、それらが動作している周波数などは、ネットワークノードに送信さ
れ得る。再び、そのような搬送は、ＵＳＳＤ、ＳＭＳ、ＳＭＳ　ｏｖｅｒ　ＩＰなどの機
構を使用して達成され得る。
【００４３】
　図１１は、さらに別の実施形態に従った、加速されたネットワーク選択を容易にするた
めに使用され得る別の例示的なデータベース構造１１００である。以前に示したように、
データベース構造１１００は、装置メモリ内に格納され得るか、またはＲＳＭを介して用
意され得る。参照番号１１０２は、国名、Ｅ．１６４国コード、または空港などの重要な
施設に関連するコードであり得る位置情報データの列である。位置情報データ１１０２に
対応し、ユーザによって入力または提供され得る様々なネットワークＩＤデータ１１０４
および関連する周波数データ１１０６が提供される。図１２Ａに示されるように、ユーザ
によってＵＥ装置が起動された後、それに用意されるロジックは、ワイヤレスＵＥ装置が
位置する場所に関連する位置情報に対して、ユーザに問い合わせるように動作可能である
（ブロック１２０２）。それに応答して、ユーザは、適切な位置情報（例えば、国名、Ｅ
．１６４コード、または空港コード）を提供することができる（ブロック１２０４）。ワ
イヤレスＵＥ装置に供給される位置に基づいて、装置ロジックは、完全なスキャンなしに
、サービスを得るための特定の周波数上での適切なネットワークを選択するように動作可
能である（ブロック１２０６）。
【００４４】
　シナリオのホストは、提供された位置情報が利用される前述のスキームの状況の中で、
インプリメントされ得る。例えば、図１２Ｂにおいて描かれるような一つのシナリオにお
いて、ユーザは、ホームネットワークとの範囲／接続、またはホームネットワークへの範
囲／接続を去る前に、期待される目的地をワイヤレス装置に入力する（ブロック１２５０
）。それに応答して、ワイヤレス装置からの通信の後（ブロック１２５２）、ホームネッ
トワークは、それぞれの目的地に対する様々なネットワークリストおよび周波数データ（
例えば、期待される技術、キャリア、および周波数など、それらの任意および全ては前も
ってロードされ得る）をダウンロードするように動作可能である（ブロック１２５４）。
目的地に到着した後、ユーザは、選択するために、前もってロードされた目的地を識別す
る。その後、ワイヤレス装置は、識別された、前もってロードされたリストを用い、それ
らの入力をスキャンする（ブロック１２５６）。
【００４５】
　別の例示的なインプリメンテーションにおいて、図１２Ｂを継続して参照すると、前も
ってロードされた位置情報は、外部のデータベース（例えば、空港発券業務／予約システ
ム、および個人情報データベース、デバイス上のカレンダー／プラナー（ｐｌａｎｎｅｒ
）など）からの入力を統合し得、そこにおいて、「ローカル時間」パラメータおよび「到
着時間」パラメータの使用がサポートされ得る。従って、前もってロードされたリスト／
周波数は、到着または範囲へ戻った後で起動された場合に、自動化され得る。ブロック１
２５８において例示されるように、ユーザは、適切な時間パラメータをワイヤレス装置に
入力することができ、または、ワイヤレス装置は、ネットワークから時間データを受け取
ることができ、そこで、目的地は、発券／予約データまたはカレンダー入力から引き出さ
れ得る。
【００４６】
　図１３は、本特許出願開示の教示に従い、ネットワーク選択を加速するように動作可能
であるワイヤレス装置またはＵＥ／ＭＥ装置１３００の一実施形態のブロック図を示す。
この点に関して当業者は、ＵＥ１０２の一実施形態が図１３に示されたものと類似した配
置を含み得るが、記載された様々なモジュールに関して、ハードウェア、ソフトウェア、
またはファームウェアにおける多数の変更および修正が存在し得ることは理解されたい。
従って、図１３の配置は、本特許出願開示の実施形態に関して、限定するのではなく、例
示のためとして考えられるべきである。ＵＥ１３００全体の制御を提供するマイクロプロ
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セッサ１３０２は、通信サブシステム１３０４と動作するように結合され、通信サブシス
テム１３０４は、複数の帯域を介して、マルチモード通信を実施する、送信器／受信器（
送受信器）機能を含む。例えば、広域ワイヤレスＴｘ／Ｒｘモジュール１３０６およびワ
イヤレスＡＮ　Ｔｘ／Ｒｘモジュール１３０８が例示される。特に図示されてはいないが
、それぞれのＴｘ／Ｒｘモジュールは、一つ以上のローカル発振器（ＬＯ）モジュール、
ＲＦスイッチ、ＲＦ帯域通過フィルタ、Ａ／ＤおよびＤ／Ａコンバータ、デジタル信号プ
ロセッサ（ＤＳＰ）などの処理モジュール、ローカルメモリなどの、他の関連する構成要
素を含み得る。通信領域における当業者に明らかであるように、通信サブシステム１３０
４の特定の設計は、ＵＥ装置が動作することが意図されているネットワーク通信に依存し
得る。一実施形態において、通信サブシステム１３０４は、音声およびデータ通信両方を
用いて動作可能である。
【００４７】
　マイクロプロセッサ１３０２はまた、補助入力／出力（Ｉ／Ｏ）１３１８、シリアルポ
ート１３２０、ディスプレイ１３２２、キーボード１３２４、スピーカ１３２６、マイク
ロフォン１３２８、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１３３０、短距離通信サブシステ
ム１３３２、および、参照番号１３３３として包括的にラベルされる任意の他の装置サブ
システムなどの、さらなる装置サブシステムを相互接続する。アクセスを制御するために
、ＲＳＭ（ＳＩＭ／ＲＵＩＭ／ＵＳＩＭ）インターフェース１３３４がまた、マイクロプ
ロセッサ１３０２と通信して提供される。一実施形態において、ＲＳＭインターフェース
１３３４は、識別および加入者関連データ、ならびに、一つ以上のＳＳＩＤ／ＰＬＭＮリ
ストおよび、上で詳細に記載されたフィルタなどに関連する、多数のキー構成１３４４お
よび他の情報１３４６を有するＲＳＭカードを用いて動作可能である。
【００４８】
　オペレーティングシステムソフトウェアおよび他の制御ソフトウェアは、フラッシュメ
モリ１３３５などの、持続性記憶装置モジュール（不揮発性記憶装置）において実施され
得る。一実施において、フラッシュメモリ１３３５は、異なる領域、例えば、コンピュー
タプログラム１３３６のための領域、および、装置状態１３３７などのデータ格納領域、
アドレスブック１３３９、他の個人情報管理（ＰＩＭ）データ１３４１、および参照番号
１３４３として一般にラベルされる他のデータ格納領域などの、異なる領域に分離され得
る。付け加えて、適切なネットワーク発見／選択ロジック１３４０は、先行するセクショ
ンにおいて説明された様々なネットワーク発見スキャンおよび加速される選択手順を実行
する持続性記憶装置の一部として提供され得る。追加または代替的に、他のロジックモジ
ュール１３４８は、ホームネットワーク認証、位置質問等を容易にするために提供される
。それに関連するのは、ＳＳＩＤ／ＰＬＭＮリスト、選択／スキャンフィルタ、性能イン
ジケータなどを格納する記憶装置モジュール１３３８であり、上にて詳細に記載された。
【００４９】
　ここで説明された教示を検討して、ワイヤレス装置１３００の様々なロジックブロック
は、少なくとも以下の、スキャニングを介して少なくとも一つのネットワークの発見を実
施するように動作可能であるロジック構造、少なくとも一つのネットワークの識別情報を
復号するためのロジック構造、復号された識別情報に依存して、ワイヤレス装置によって
選択的スキャニングを容易にするためである適切な周波数データのサブセットを決定する
ためのロジック構造、および適切な周波数データのサブセットを使用して、選択的スキャ
ニングを介してワイヤレス装置によってネットワークを探し出すためのロジック構造を含
むものとして理解されるべきである。更なる実施形態においては、装置ロジックは、以下
の、ホームネットワーク認証のためのロジック構造、手動選択のためにユーザに選択ネッ
トワークおよび関連データを示すためのロジック構造、および位置データの手動入力のた
めにユーザに質問するためのロジック構造の任意のものも含み得る。
【００５０】
　本特許出願の実施形態の動作および構成は、上記で説明された詳細な説明から明らかで
ある。図示され詳述された例示的な実施形態は好もしいものとして特徴付けられる一方で
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ことなく、そこにおいてなされ得ることは容易に理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】一般化されたネットワーク環境を示し、本開示の一実施形態が実施され得る。
【図２】ネットワーク環境の例示的な実施形態を表し、ワイヤレスユーザ装備（ＵＥ）装
置は、本開示の教示に従い、ネットワーク選択を加速するために動作可能である。
【図３】本開示の教示に従い、ワイヤレスＵＥ装置によって、加速されるネットワーク選
択を容易にするために提供される様々な例示的なデータベース構造を表す。
【図４】本開示の教示に従い、ワイヤレスＵＥ装置によって、加速されるネットワーク選
択を容易にするために提供される様々な例示的なデータベース構造を表す。
【図５Ａ】本開示の教示に従い、ワイヤレスＵＥ装置によって、加速されるネットワーク
選択を容易にするために提供される様々な例示的なデータベース構造を表す。
【図５Ｂ】本開示の教示に従い、ワイヤレスＵＥ装置によって、加速されるネットワーク
選択を容易にするために提供される様々な例示的なデータベース構造を表す。
【図６】本開示の教示に従い、ワイヤレスＵＥ装置によって、加速されるネットワーク選
択を容易にするために提供される様々な例示的なデータベース構造を表す。
【図７】本開示の教示に従い、ワイヤレスＵＥ装置によって、加速されるネットワーク選
択を容易にするために提供される様々な例示的なデータベース構造を表す。
【図８Ａ】加速されるネットワーク選択を容易にするために、ＵＥ装置によって使用され
得る追加の例示的なデータベース構造を表す。
【図８Ｂ】加速されるネットワーク選択を容易にするために、ＵＥ装置によって使用され
得る追加の例示的なデータベース構造を表す。
【図８Ｃ】加速されるネットワーク選択を容易にするために、ＵＥ装置によって使用され
得る追加の例示的なデータベース構造を表す。
【図８Ｄ】加速されるネットワーク選択を容易にするために、ＵＥ装置によって使用され
得る追加の例示的なデータベース構造を表す。
【図８Ｅ】加速されるネットワーク選択を容易にするために、ＵＥ装置によって使用され
得る追加の例示的なデータベース構造を表す。
【図９】本開示の一実施形態に関連するフローチャートである。
【図１０】本開示の他の実施形態に関連するフローチャートである。
【図１１】加速されるネットワーク選択を容易にするために使用され得る、他の例示的な
データベース構造をである。
【図１２Ａ】本開示の更なる実施形態に関連するフローチャートを表す。
【図１２Ｂ】本開示の更なる実施形態に関連するフローチャートを表す。
【図１３】本開示の教示に従い、ネットワーク選択を加速するように動作可能であるワイ
ヤレスＵＥ装置の一実施形態のブロック図を表す。
【符号の説明】
【００５２】
　１０２　　ワイヤレスユーザ装備（ＵＥ）装置
　２１４　　ＲＳＭ
　８００Ｅ　データベース構造
　１３００　ワイヤレス装置
　１３３８、１３４０、１３４８　ロジック構造
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